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特集　決算公表

◆国民健康保険　
事業勘定は歳入歳出とも減少
診療施設勘定は歳入歳出とも減少
　国民健康保険は被保険者の相互
扶助に支えられた地域医療保険と
して、加入者の健康保持と福祉の向
上に大きな役割を果たしています。
主に保険税やその他の収入金を財
源として、保険給付を中心とする事
業を行います。

被保険者数
　2,017人(令和8年3月末現在)
主な事業
　国保加入者に係る保険給付費
　　　　　   　 6億8,001万円　

特別会計決算
◆介護保険　
歳入歳出とも増加
　介護保険制度は、介護や支援が
必要な状態になったときに、安心
してサービスを受けられるよう相
互扶助に支えられた社会保険制度
です。第１号被保険者と第２号被
保険者の保険料と公費を財源とし
て、介護サービスの保険給付や介
護予防などの事業を行います。
第１号被保険者数 
　2,948人(令和8年3月末現在)
要介護認定者数
　　485人(令和8年3月末現在)
主な事業
　介護サービスに係る保険給付費
　　　　　　　 7億6,928万円

◆後期高齢者医療
歳入歳出とも増加
　後期高齢者医療制度の運営は
県内全市町が加入の三重県後期
高齢者医療広域連合で、被保険
者は75歳以上の方が行っていま
す。市町は保険料の徴収と被保
険者からの申請・届出等の窓口
となります。
被保険者数　
　1,721人(令和8年3月末現在)
主な事業
　後期高齢者広域連合納付金
　　　　　 　2億1,505万円

衛生費 約5.4億円 健康で生きがいのある生活の実現を目指し、健康づくり事業などを行いました

高齢者インフルエンザ、５種混合、小児用肺炎
球菌などの予防接種を実施

各種予防接種事業　　　　　　　　　 5,761万円

重篤な合併症を防ぐため、おたふくかぜ予防接種
の助成を２回に拡充し、接種費用の一部を助成

各種検診事業　　　　　　        　　2,626万円

給水車購入事業(水道事業会計補助金)　1,909万円

大腸がん検診、腹部超音波検診、肺がん検診など
の検診を実施

災害時の応急給水体制を強化するため、加圧式給
水車を購入した水道事業に対し補助

おたふくかぜワクチン助成事業　　       58万円

消防費 約3.5億円 生命と財産を守るため、消防、防災、減災対策にかかる各種事業を行いました

火災時における消防力を高めるため、小型動力ポン
プ２台を更新

小型動力ポンプ更新事業     　　　　　　394万円

災害時の生活用水を確保するため、個人や企業の所
有する井戸の水質検査を実施（17件登録）

災害時協力井戸調査・確認事業　      　　 39万円
大規模災害時の災害関連死を防ぐため、避難所の生
活環境整備とトイレ問題に焦点を当て訓練を実施

体験型避難所運営訓練事業　　　　　　112万円

災害用備蓄品充実・拡充事業　　　　　 800万円
蓄電池、非常食、簡易ベッドなど災害用備蓄物資を
整備

(単位：万円)
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土木費 約8.1億円

子育て支援、障害者福祉、高齢者福祉などそれぞれの分野において、みなさんが
住み慣れた地域で、安心して暮らすことができるよう各種事業を行いました

安全で快適な環境のもとで学べるよう、中学校整備事業や地区公民館長寿命化改修
事業などを行いました

誰もが安心して快適に暮らすことができるよう、町道や水路の整備などを行いました

障害者自立支援給付事業　　　　   3億2,199万円

こどもの居場所づくり支援事業　　　　 　142万円

物価高対応子育て応援手当支給事業　　5,597万円

病児保育事業　　　　　　　　　　  　2,059万円

児童手当支給事業　　　　　　　　3億9,028万円
障害のある方の自立と社会参加を促進するため、自
立支援給付費を支給

町内医療機関で実施している病児保育の運営費を補
助するとともに、広域連携により桑名市の施設も利
用できる体制を確保 こどもの居場所づくり（生活・学習支援など）を実

施する団体へ、運営費を助成

物価高の影響を受ける子育て世帯を支援するため、
18歳年度末までの児童1人につき2万円を支給

児童の健やかな成長と生活の安定に寄与するため、
18歳年度末までの児童に児童手当を支給

ふれあいバス運行事業　           　 2,854万円
地域住民の移動手段を確保
するため、コミューターバ
ス２台で運行

一般土木事業　　　　　　 　   　1億1,752万円 朝明ポンプ場維持管理事業　　　 　　 8,161万円
上吉地内水路改良工事　1,509万円
町道富洲原天カ須賀線舗装改良工事　1,328万円

四日市市が管理運営する朝明ポンプ場の改修や維持
管理にかかる費用を負担

総務費 約12.5億円 行政運営の全般的な管理事務にかかる事業などを行いました

教育費 約34.3億円

川越幼稚園空調設備改修事業          5,679万円
老朽化した川越幼稚園の空調設備の更新工事を実施

あいあいセンターエレベーターの更新工事を実施

中学校整備事業　　　　　　　  18億7,994万円 地区公民館長寿命化改修事業　　 　4億7,227万円
老朽化した中学校の建て替え工事を実施。子どもた
ちが安心して学びを続けられるよう、仮設校舎を整備

就学支援を必要とする児童生徒・保護者のニーズに
対応するため、就学支援コーディネーター、臨床心理
士を配置町民テニスコート（Ｃコート）の人工芝の張替を実施

各地区公民館の長寿命化を図る
ため、公共施設個別施設計画に
基づく改修工事を実施

豊田公民館

町民テニスコート人工芝張替事業　　　　 751万円

あいあいセンターエレベーター改修事業  3,740万円

就学支援事業　   　　　　　　　　     　370万円

審議会での審議やパブリックコメントを経て答申を
受け、第７次川越町総合計画後期基本計画を策定

機械設備及び直流電源装置の改修工事を実施
(事業期間：令和４年度～令和９年度)

役場会計課窓口にキャッシュレス決済を導入し、住
民サービスの向上を図る

第７次川越町総合計画後期基本計画策定事業
　　　　　　　　　　　　　　　 　　 713万円

庁舎機械設備及び直流電源装置等改修事業
　　　　　　　　　　　　 　　　2億5,828万円 利便性向上、行政効率化に向け、令和８年９月の運用

開始を目指し標準システムへの移行を実施

自治体システム標準化事業　　　　1億2,596万円

窓口キャッシュレス決済導入事業　　   　 82万円

特別会計は、特定の目的のために一般会計とは区別されており、みなさんからの
保険料（税）や使用料などで運営されています。それでも不足する分や法律で定
められている分は、一般会計から各特別会計へ繰出金として支出しています。

令和７年度に実施した主な事業令和７年度に実施した主な事業

民生費 約28.6億円

(事業期間：令和４年度～
　　　　　令和９年度） （事業期間：令和３年度～

　　　　　　令和８年度）


